
安全保障関連法案の衆議院平和安全法制特別委員会における採決を受けて 

 

 このたびの安全保障関連法案の採決は、未来を踏みにじり、人のいのちを奪

い取っていくことに直結する行為です。 

 このことは同時に、戦時下に生きた人々の声、無数の死者を背景に制定され

た日本国憲法の平和の誓いを空文化させるものです。 

過去の歴史に学び、未来を開くことに逆行する安全保障関連法案の即時撤回

を、「悲しみ」をもって強く求めます。 

 

２０１５年７月１５日 

真宗大谷派宗務総長 里雄康意 


